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幅広い形態を作ることで知られる。拡大してみるとサンゴの個体同士はハニカム構造を作っており、枝分か
れにもまたフラクタル構造のような法則性がある。その一方で、全体像はアメーバ状に広がりサンゴ礁同士
の衝突や障害物によって予測できない形状を作り出している。サンゴ礁の魅力は、この美しい構造とそれに
相反した不定形の成長の二面性によるところが大きいと考えている。 
 第三章はサンゴ礁の色彩と海中に差し込む光に注目したい。サンゴ礁の海に潜ったとき、まず驚くのはそ
の色彩の豊かさだろう。サンゴ礁の生物がカラフルなのは、端的に言えば海水が透明だからである。サンゴ
礁域では視界がクリアなため、生物たちは逆に視界に頼った生活をしている。貝殻の模様や魚たちの色は同
種同士がお互いを見分けるためにあると考えられており、群生するサンゴやイソギンチャクがカラフルな海
では、そこに住む生物たちも色彩豊かな方が馴染めるのだ。この章では生物の色や模様について、保護色や
警戒色そして擬態を取り上げるとともに、海中独特の色の見え方についても触れる。 
第四章では全体を通して考察したサンゴ礁の生物たちの魅力をまとめるとともに、内骨格・外骨格という
生物を二分する特徴から海洋生物の生と死について触れる。イシサンゴや貝、ヒトデやウニなど外骨格生物
も特徴を持つ生物は、死んだ後もその体が姿をさほど変えずに残るという特徴がある。それに対し、内骨格
生物の死は明確な変化とともにある。私たちの身体は、死ぬと間もなく肉が腐り落ち、元の顔を失った姿に
なる。 
結論では、ここまでで述べた海洋生物の解剖学的特徴や、色模様の成り立ち、そしてサンゴ礁の持つ魅力
と共に自作と今後の制作について述べる。サンゴ礁は生物でありながら、その輪郭は生きていないものの姿
をしている。死んだ後もその場に残る彼らを描く私の絵は、動物や風景を描いた絵よりも静物画に近い。静
物画は死への諦観を促す宗教的なモチーフを描く絵画が根底にあり、時には美しく咲く花などの自然物を描
くことでそのはかなさを得の中に示す。華やかな生物多様性を生むサンゴ礁は海中の花畑にも例えられる場
だが、生と死のコントラストが色濃い場でもある。生きているときから死体と同じ姿をしているサンゴや貝
を描く絵画は、生死の両面を同時に語るものになる。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 上滝玲子の論文は、絵画制作のための〈海の無脊椎動物〉の形態と構造の研究がテーマである。 
 上滝は、本学・油画科の卒業で、卒業制作ではサンゴ礁の海の風景の絵を描いた。それ以降、一貫して、
海の無脊椎動物を絵画で描くというテーマと取り組んでいる。学部の卒業制作の時は、水族館でのデッサン
などを元に描いたが、美術解剖学の研究室に進んでからは海でのダイビングや生物の解剖と取り組み、海外
の海への取材・調査、また沖縄にある琉球大学熱帯生物圏研究センターの施設を利用するなど、リアルな海
の生態への理解を深め、それを元に研究を進めてきた。 
 本論文の構成は、はじめに「海の無脊椎動物を描く」、第一章「個体の形」、第二章「群体の構造」、第
四章「外骨格と内骨格」、結論「静物画と生物画を統合する絵画」という構成になっている。それぞれ生物
学、解剖学の視点から論じつつ、それを美術の造形と無絵ぶつけるという観点から論は進められている。  
 海の無脊椎動物と絵画というテーマでは、アール・ヌーボーのガラス工芸を始め、現代アートでもダミア
ン・ハーストがベネチアビエンナーレでサンゴをモチーフにした作品を発表したり、日本でも池田学が描い
たりしているが、上滝は、無脊椎動物そのものの形について解剖学的、生物学的な研究を深め、また静物画
の絵画の伝統と接続し、静物画と生物画を統合するというユニークな視点を提示した。 
 美術と解剖学をつなぐ研究は、その多くが人体、あるいは脊椎動物であるのがほとんどだが、上滝は無脊
椎動物という、これまでこの分野であまり注目されていなかった新しいモチーフに取り組んだ。そのチャレ
ンジは、今後の新しい美術研究に資するところも大である。説明のために図を駆使し、明快にまとめられて
もいる。よって、その研究は高く評価でき、東京藝術大学の博士論文として合格とする。 
 
 
